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自然科学研究機構
国立天文台の

サイエンスコミュニケーション
戦略

自然科学研究機構
国立天文台 天文情報センター

普及室長
縣 秀彦 ALMA電波望遠鏡＠チリ 5000メートル 2012年度完成予定

TMT（30メートル）望遠鏡＠ハワイ 2021年完成を目指して

第二の地球
は・・・・・

ダークエネルギー
とは・・・・・

宇宙の一番
星は・・・・
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自然科学研究機構 国立天文台の挑戦

• 科学への貢献

– 世界第一級の「研究成果」を

– 世界第一級の「観測装置」によって

– 世界中の研究者と共に

• 文化の創造

– 日本に「科学」という文化を

基本方針

私たちは、情報の公開と成果の公表などを積極的
に行っていきたいと考えています。それは国民の
皆様への還元という意味合いもありますが、天文
学のおもしろさ、最新の研究成果に加え、日常生
活にかかわるこよみなどを多くの人に知っていた
だきたいからです。そして、一般の方々にも、私
たちの研究や業務、活動を理解していただきた
いと考えています。

また、国立天文台の活動を一般の方に向けてお知
らせするだけでなく、社会からの反応を受け止め、
それを研究活動へと生かしたいと思います。

「触れられる国立天文台へ」

天文ファンや天文学関係者はもちろん、一般の方々に、国
立天文台をもっと身近に感じていただきたいと願っていま
す。そのために、三鷹地区では一般見学者のための見
学コースや展示室などを設けています。また、天体観望
会もおこなっています。

「よく知られた国立天文台へ」

国立天文台をよく知っていただくために、国立天文台での研
究成果・天文学上の発見などを、マスコミなどへ積極的
に公開しています。たとえば、記者会見を開催したり、一
般向けの定期的な天文情報を各種のメディアで提供して
います。

「より親切な国立天文台へ」

一般の問い合わせ、取材・見学・資料提供などの申込に、
迅速・積極的に対応するよう努力しています。また、公共
天文台や学校など社会教育普及に携わる諸施設などに
役立つ情報を提供し、より親切な対応を目指しています。

組織

・天文情報センター
広報室
普及室
暦計算室
図書室
出版室
アーカイブ室
総務室
科学文化形成ユニット室

・天文情報センター
広報室
暦計算室
図書室
出版室
総務室

・天文博物館
三鷹本部
各ブランチ（新規）

現在 将来
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天文情報センターが
SC活動を
リード

専門職員を雇用

定例観望会（月２回）
定例4D2Uドームシアター公開（月２回）

ガイドツアー（月４回）
三鷹市「星と森と絵本の家」との協同

科学技術振興推進費
地域再生人材創出拠点の形成

宇宙映像利用による
科学文化形成ユニット

機関名：自然科学研究機構 国立天文台
代表者名：観山 正見
連携自治体：三鷹市

実施期間：平成１９年度～平成２３年度
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国立天文台の
知財流通

科学（文化）プロデューサ
科学映像クリエータ

東京国際科学
フェスティバル

国際科学映像祭

地域・日本の再生
科学文化によるまちづくり

国立天文台「科学文化形成ユニット」が目指すもの:

⑦科学による地域再生⑦科学による地域再生

①最新天文学研究の成果

④コンテンツ産業④コンテンツ産業
における人材のにおける人材の
高度化高度化

⑤科学を基盤に⑤科学を基盤に
した新規事業のした新規事業の

育成育成

③天文学でまちづくり

②天文台のあるまち
三鷹

科学映像

クリエータ
養成コース

科学
プロデューサ
養成コース

すばる望遠
鏡等の観測
画像・映像

４Ｄ２Ｕ
コンテンツ群

理論天文学
シミュレー
ション画像

⑥地域との連携・事業の広がり

科学技術の活用科学技術の活用
科学文化を活かした科学文化を活かした
新規事業の創出新規事業の創出

国際的な３次元映
像文化拠点の創成

天文学や科学をもとに
した「コミュニティ・
ビジネス」で地域ニー
ズに合った事業の創出

I．概要 国立天文台科学文化形成ユニット

科学技術振興機構 科学コミュニケーション連携推進事業 （H21-23年度）

東京サイエンスネットワーク －地域の絆を世界の絆に－

東京都教育委員会、三鷹市
ほかとの連携事業

ユニット活動の成果・波及効果

1. 「科学映像クリエータ」を３５名養成

2. 「科学プロデューサ」 を７３名養成

3. 「合同会社科学成果普及機構（NAO）」設立

4. 「東京国際科学フェスティバル」

5. 「国際科学映像祭」

6. 「みたか科学文化の会」立ち上げ

7. サイエンス・カフェ「星と風のサロン」

8. 一般社団法人

「日本サイエンスコミュニケーション協会

（JASC）」の設立 ほか
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実 績 予 定 計（実績＋予定） ５年目目標

科学映像クリエータ ２６人 １０人 ３５人 ３６人

科学プロデューサ ６４人 ９人 ７３人 ７２人

合 計 ９０人 １６人 １０８人 １０８人

人材創出事業の実績 （５年目）

多数の応募者があり高倍率の中、優秀な受講生を養成し、
目標を満たした養成人数を修了させている。

国立天文台契約職員雇用者 （2012年3月現在）
和田 智秀 （cfca,専門研究職員）
佐久間直小子 （ALMA推進室,専門研究職員）
橋本 淳 （系外惑星探査,研究員）
樋口 あや （ALMA推進室,研究員）

並河 正人 （科学文化形成ユニット研究支援員）
大川 拓也 （科学文化形成ユニット研究支援員）

合同会社 科学成果普及機構

国立天文台
科学成果普及機構

研究成果公開

企業
流通業者

製造・販売業者
ソフト開発業者

など

研究成果

使用料等
研究費・寄付

契約

研究成果

使用料等
研究費・寄付

契約
共同研究

一般
社会

研究成果

使用料等

商品等 使用料等

修了者企業
（新ビジネス起業）

研究成果
ノウハウ

契約

出資

研究成果

使用料等

三鷹市

SOHO CITY
みたか構想

※LLC（Limited Liability Company）：2005年商法改正により創設された、個人や企業が簡便に起業可能な新会社制度。「事業目的に合わせ

て起業できる」「利益配分の自由」「定款も法令の範囲で変更容易」等のメリットがあるほか、有限責任だが法人格有／出資者と経営者が原則
一致、組織が柔軟／「ヒト」が中心の組織＝人的資産／ブランド、ノウハウ、知識、アイデア、技術・スキル等の知恵が中心の組織＝知的資産
→コンテンツ制作、サービス・コンサルティング業等の現代的創業に向く、といった特徴を持つ。

修了者が地域で活躍する仕組みと終了後の継続

SOHO支援

地域再生

包括協定 出資

地域再生

（平
成
２
３
年
度
科
学
技
術
白
書
よ
り
）

修了生１０８名の活動を紹介するwebサイトの構築と運営
「科学文化を創造する仕事」 http://sci4.net/
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２つの教科書の出版
「科学プロデューサ入門講座」
「科学映像クリエータ教本」

自然科学研究機構 国立天文台の挑戦

• 科学への貢献

– 世界第一級の「研究成果」を

– 世界第一級の「観測装置」によって

– 世界中の研究者と共に

• 文化の創造

– 日本に「科学」という文化を


